
住
民
の
声
を
受
け
て

説
明
会
を
開
催

７
月
の
豪
雨
災
害
で
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
江
の
川
。

度
重
な
る
災
害
に
被
災
地
域

で
は
、
堤
防
整
備
率
が
上
流

の
広
島
県
の
69
％
に
対
し
て
、

島
根
県
が
12
％
と
低
く
、
整

備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か

ら
、
「
人
災
だ
」
と
の
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
日
本
共
産
党
江
津
市
議

団
の
多
田
伸
治
市
議
が
９
月

定
例
会
の
一
般
質
問
で
、

「
今
後
の
江
の
川
治
水
」
を

取
り
上
げ
、
治
水
事
業
の
状

況
や
見
通
し
に
つ
い
て
被
災

者
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住

民
へ
説
明
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
「
国

土
交
通
省
と
の
共
催
で
、
説

明
会
を
実
施
す
る
」
「
共
催

の
た
め
、
開
催
時
期
は
調
整

中
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
22
日
に
『
江
の
川

下
流
域
に
お
け
る
今
後
の
洪

水
対
応
方
針
（
案
）
に
つ
い

て
の
地
元
説
明
会
』
の
開
催

を
発
表
し
ま
し
た
。

２
年
前
と
「
同
じ
轍
」

で
は
済
ま
な
い

説
明
会
は
11
月
８
日
と
15

日
の
２
回
で
、
そ
れ
ぞ
れ
桜

江
町
の
川
越
と

川
戸
で
開
催
さ

れ
ま
す
（
上
枠

内
参
照
）
。

た
だ
、
２
年

前
の
11
月
に
国

交
省
が
行
っ
た

川
越
で
の
説
明

会
で
は
、
同
じ

く
災
害
直
後
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら

ず
30
年
前
の
治

水
計
画
の
概
要

を
説
明
す
る
の

み
だ
っ
た
た
め
、
具
体
的
な

説
明
を
求
め
て
参
加
し
た
住

民
か
ら
不
満
が
噴
出
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、

も
し
同
じ
轍
を
踏
む
よ
う
な

説
明
会
と
な
れ
ば
、
「
共
催
」

の
江
津
市
の
責
任
も
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

将
来
を
見
通
せ
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を

治
水
で
は
、
地
域
・
世
帯

で
必
要
な
対
応
が
異
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
質
問
の
際
、

多
田
市
議
が
各
世
帯
へ
の
説

明
を
求
め
る
と
、
市
は
「
説

明
会
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聴
き
取

り
）
を
行
い
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
今
後
、
住
民
が

将
来
を
見
通
せ
る
よ
う
、
住

民
本
位
の
取
り
組
み
の
進
め

方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
と
市
議
会
議
員
が

話
し
合
い

今
回
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
江
津
市
議
会
の
取

り
組
み
に
市
民
の
声
を
直
接

取
り
入
れ
る
機
会
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
定
員
を
30
人

と
し
、
子
育
て
中
の
世
代
も

参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
託

児
所
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
前
の
参
加
予
約
は
18
人
で

し
た
が
、
当
日
は
15
人
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
様
な
意
見

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
▼
議

会
・
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
▼
自

分
が
政
治
家
に
な
っ
た
ら
、

何
を
し
た
い
か
▼
議
員
の
定

数
と
報
酬
▼
も
し
、
自
分
が

立
候
補
す
る
な
ら
ば
▼
女
性

が
立
候
補
す
る
場
合
の
壁
の

突
破
な
ど
を
議
論
の
土
台
に
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
市
民
２

～
８
人
と
議
員
２
人
）
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
後
、
各
班
か
ら

意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
員
報
酬
は
安
定
し
て
い

る
と
思
う
が
、
若
い
人
が
立

候
補
す
る
に
は
、
落
選
し
た

場
合
の
リ
ス
ク
や
議
員
の
日

常
業
務
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

の
で
は
な
い
か
。
多
様
な
人

材
が
集
ま
る
よ
う
、
議
会
の

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
、
議

会
や
江
津
市
の
発
展
に
つ
な

が
る
。

●
議
会
全
体
と
し
て
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

議
員
の
顔
は
わ
か
る
が
、
ど

の
様
に
市
政
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
情
報
を
伝
え
て
ほ

し
い
。
議
員
の
仕
事
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
や
女
性
な
ど
、
対
象

を
絞
っ
て
行
う
ほ
う
が
良
い

と
思
う
。
よ
く
わ
か
ら
な
い

ま
ま
終
了
時
間
と
な
っ
た
。

漠
然
と
し
た
議
論
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

●
女
性
議
員
を
増
や
し
て
ほ

し
い
が
、
ど
れ
く
ら
い
資
金

が
あ
れ
ば
立
候
補
で
き
る
の

か
。
立
候
補
す
る
に
は
情
熱

と
目
標
を
持
つ
こ
と
と
、
家

族
の
協
力
が
必
要
と
思
う
。

●
一
市
民
と
し
て
は
、
議
会

の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

自
分
自
身
と
し
て
は
「
議
員

に
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
わ
か
な
い
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

最
後
に
、
森
脇
悦
朗
議
長

が
議
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
。
導
入
の
是
非
を
検
討
し

て
い
る
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
に
触
れ
つ
つ
、
参
加
へ
の

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
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住民のため
の市政を！！ごうつ民報

日本共産党江津市委員会

電話 ５２－２６３３

F A X ５２－７２４４

ＮＯ．２４２３

２０２０年１１月１日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

10
月
24
日
、
江
津
市
議
会
の
魅
力
化
推
進
協
議
会
が
主
催

す
る
『
市
民
の
政
治
参
加
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
、
地

場
産
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
江
町
２
カ
所
で
開
催
予
定

今
後
の
洪
水
対
応
方
針
（
案
）
の
地
元
説
明
会

今後の洪水対応方針(案)についての
地元説明会

場所・日時

★川越地区体育館

11月８日(日)10:00～12:00

★桜江総合センター３階多目的ホール

11月15日(日)10:00～12:00

問い合わせ先

▽国土交通省浜田河川国道事務所

℡ 0855-22-2480

▽江津市役所建設政策課国県事業推進係

℡ 0855-52-7954

地
場
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催

市
民
の
政
治
参
加
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム



前
文す

べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て

平
等
で
す
。

基
本
的
人
権
（
人
権
）
と
は
、

そ
れ
無
く
し
て
は
人
間
と
し
て

生
き
て
い
け
な
い
生
き
る
基
本

の
保
障
で
す
。
そ
の
理
念
は
、

人
間
の
尊
厳
で
す
。
尊
厳
の
本

質
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
価
値

に
お
い
て
平
等
で
、
取
っ
て
代

わ
れ
な
い
こ
と
と
、
一
人
ひ
と

り
が
自
己
決
定
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
尊
厳
が
保
障
さ
れ

た
と
い
え
る
の
は
、
人
権
が
十

分
に
保
障
さ
れ
た
と
き
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
は
、
全
世
界
の

国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

平
和
的
生
存
権
を
確
認
し
、
国

民
主
権
、
平
和
主
義
と
並
び
人

権
の
保
障
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
憲
法
97
条
は
、
人

権
と
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た

る
闘
い
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
、

さ
ら
に
こ
の
憲
法
と
人
権
を

「
不
断
の
努
力
に
よ
り
保
持
」

（
憲
法
12
条
）
す
る
こ
と
を
国

民
の
義
務
と
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
に
お
け
る
高
齢
者
人
権

宣
言
と
は
、
高
齢
者
や
全
て
の

年
齢
の
人
々
の
現
在
と
未
来
に
、

希
望
と
輝
き
を
も
て
る
真
の
長

寿
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
基

本
原
則
を
掲
げ
る
も
の
で
す
。

い
ま
、
な
ぜ
高
齢
者
の
人
権

宣
言
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
元
国
連

事
務
総
長
は
「
ア
フ
リ
カ
で
は
、

高
齢
者
が
１
人
亡
く
な
る
と
、

図
書
館
が
１
つ
消
え
る
と
い
い

ま
す
」
と
演
説
し
、
世
界
中
の

ど
の
地
域
で
も
こ
れ
は
真
実
で

あ
り
、
高
齢
者
は
、
過
去
と
現

在
、
そ
し
て
未
来
を
結
ぶ
仲
介

者
で
あ
り
、
そ
の
知
恵
と
経
験

は
、
社
会
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
宝
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

認
知
症
、
障
害
、
病
気
、
寝

た
き
り
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て

の
高
齢
者
が
社
会
に
と
っ
て
の

図
書
館
で
あ
り
、
宝
と
し
て
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
本

を
は
じ
め
と
し
て
全
世
界
の
高

齢
者
の
人
権
保
障
は
不
十
分
で

す
。
日
本
で
は
少
子
・
高
齢
化

を
口
実
に
、
公
助
を
基
本
と
し
、

民
営
化
・
営
利
化
を
進
め
る
社

会
保
障
政
策
に
よ
り
高
齢
者
の

生
命
権
、
生
存
・
生
活
権
、
健

康
権
、
文
化
権
等
の
人
権
侵
害
・

剥
奪
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
も
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
な
か
で
、
と
り
わ
け
発
展

途
上
国
の
高
齢
者
の
人
権
侵
害

が
確
認
さ
れ
、
高
齢
者
の
人
権

保
障
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
へ
の
対
応
と

高
齢
者
へ
の
人
権
保
障
は
、
人

類
が
挑
戦
す
べ
き
課
題
で
す
。

国
際
連
合
は
、
す
で
に
女
性
、

こ
ど
も
、
障
害
の
あ
る
人
の
固

有
の
人
権
を
保
障
す
る
国
際
条

約
を
制
定
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
も
批
准

し
て
い
ま
す
。
最
後

に
残
さ
れ
た
の
が
高

齢
者
で
、
今
、
高
齢

者
人
権
条
約
の
制
定

に
向
け
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。

高
齢
者
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
保
障
さ

れ
る
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
日
本
高
齢
者
人
権
宣

言
に
謳
わ
れ
た
本
文
す
べ
て
の

人
権
が
、
全
面
的
か
つ
十
分
に

保
障
さ
れ
た
状
態
で
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
人
権
保

障
を
徹
底
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
年
齢
の
人
々
へ
の
普
遍
的

人
権
保
障
を
実
現
し
、
社
会
を

豊
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
連

な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
日
本
政
府
に
、

こ
の
高
齢
者
人
権
宣
言
が
掲
げ

る
理
念
、
原
理
、
原
則
に
も
と

づ
く
立
法
、
政
策
の
実
現
、
高

齢
化
・
長
寿
先
進
国
と
し
て
、

国
連
の
高
齢
者
人
権
条
約
制
定

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
高
齢
者
の

人
権
保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
、

日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
を
高
齢

期
運
動
の
共
通
の
理
念
・
目
標

と
し
、
世
界
中
の
全
て
の
年
齢

の
人
々
と
連
帯
し
た
行
動
を
と

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
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10
月
25
日
、
つ
い
に
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
国
が
50
カ
国
に

到
達
し
、
来
年
１
月
22
日
の
発

効
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
心
か
ら

喜
び
、
今
日
ま
で
核
兵
器
の
全

面
禁
止
を
訴
え
て
運
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
被
爆
者
と
運
動
団

体
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「
核
兵
器
は
違
法
」
と
す
る

画
期
的
な
国
際
条
約
に
、
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
の
日
本
政
府
は

冷
淡
な
態
度
で
、
加
藤
勝
信
官

房
長
官
は
「
我
が
国
と
は
ア
プ

ロ
ー
チ
が
違
う
の
で
署
名
し
な

い
」
と
、
批
准
ど
こ
ろ
か
条
約

そ
の
も
の
が
論
外
と
言
わ
ん
ば

か
り
で
す
。
し
か
し
、
米
国
の

「
核
の
傘
」
に
頼
る
安
全
保
障

政
策
は
、
言
わ
ば
「
核
戦
争
待

望
論
」
で
も
あ
り
、
許
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

地
方
議
会
で
は
、
い
ち
早
く

広
島
県
議
会
が
政
府
に
対
し

「
早
期
に
署
名
・
批
准
な
ど
、

条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
主
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で

採
択
・
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
全
国
的
に
拡
が
り
、
大
き
な

流
れ
を
つ
く
り
出
す
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

非
核
平
和
宣
言
を
し
た
地
方

自
治
体
は
、
１
６
０
０
に
達
し

て
お
り
、
全
国
の
90
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
は
、
国

防
が
国
の
専
管
事
項
で
は
あ
る

も
の
の
、
核
戦
争
の
危
機
を
前

に
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
を
使
命
と
す
る
自
治
体

と
し
て
、
全
て
国
任
せ
に
は
で

き
な
い
と
の
姿
勢
を
示
し
た
も

の
で
す
。

江
津
市
議
会
は
政
府
に
対
し

て
1
９
８
１
年
に
「
核
兵
器
持

ち
込
み
に
抗
議
し
、
非
核
３
原

則
の
法
制
化
に
関
す
る
意
見
書
」
、

１
９
８
２
年
に
「
核
兵
器
の
全

面
撤
廃
と
軍
備
縮
小
の
推
進
に

関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
。
そ

し
て
、
１
９
８
３
年
に
米
ソ
戦

略
核
兵
器
削
減
交
渉
が
中
断
し
、

極
東
・
太
平
洋
地
域
へ
の
核
ミ

サ
イ
ル
配
備
計
画
が
動
く
な
か
、

１
９
８
４
年
３
月
議
会
で
「
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
都
市
に
な
る

こ
と
に
関
す
る
決
議
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
役

所
前
に
建
て
ら
れ
た
『
非
核
平

和
宣
言
都
市
・
江
津
市
』
と
大

書
し
た
看
板
に
は
、
市
民
の
誓

い
「
非
核
３
原
則
の
遵
守
」
市

民
の
願
い
「
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
の
達
成
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
願
い
に
か
な
う
核

兵
器
禁
止
条
約
に
対
し
、
市
長
・

議
長
が
歓
迎
の
談
話
を
出
し
、

政
府
に
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
こ
と
を
望
み
ま
す
。

文
責
・
佐
々
木
忠
且

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

核

兵

器

禁

止

条

約

と

江

津

市

日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
（
第
一
次
草
案
）

日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会

日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会
が
６
月
８
日
に
発
表
し
た
高
齢
者
人

権
宣
言
か
ら
、
前
文
を
掲
載
し
ま
す
。
本
文
は
次
回
掲
載
予
定
で

す
。
紙
面
の
制
約
か
ら
内
容
に
影
響
し
な
い
部
分
を
加
工
し
て
い

ま
す
。

年
金
者
組
合
島
根
県
本
部

執
行
委
員
長

河
野
哲
雄

28
日

27
日

26
日

24
日

24
日

24
日

24
日

24
日

福

島

フ

ジ

ヨ

中

毅

田

中

絹

枝

大

下

マ

サ

子

石

原

ハ

ツ

ヱ

濵

松

八

重

子

寺

坂

ミ

ヤ

子

上

住

孝

男

（
94
）

（
88
）

（
93
）

（
101
）

（
95
）

（
87
）

（
84
）

（
97
）

桜

江

町

川

越

嘉

久

志

町

桜
江
町
谷
住
郷

清

見

町

都

野

津

町

都

野

津

町

桜

江

町

坂

本

黒

松

町


